
諸 言

カラフトヤブカ Aedes（Ochlerotatus）sticticus（Meigen,

１８３８）は、山田信一郎による「日本では北海道北部とサハ
リンに分布する」とした記述１）が日本での初記録となる。
その後の日本での採集記録はない。そのため、日本では本
種の幼虫及び蛹の形態やこれらの生息場所については、知
られていなかった。今回、北海道の３カ所において、本種
の幼虫を採集した。採集した幼虫の一部を個別に飼育する
ことによって、幼虫・蛹の脱皮殻及び羽化成虫の標本を得
た。幼虫及びオス成虫の交尾器の形態は、米国のカラフト
ヤブカの記述等と一致した。さらに、Small subunit ribosomal

RNA gene（１８S rRNA 遺伝子）の塩基配列は、Gene Bank

に登録されている米国産本種の配列と一致した。また、同
一の塩基配列を有するメス成虫が、幼虫の得られた地点及
びそれら以外の地点から採集された。本報告では、採集デー
タを記録すると共に、幼虫、蛹及び雄交尾器の形態を記載
する。

材 料 と 方 法

１．幼虫の飼育及び標本の作製

採集した幼虫は、室温１５℃・明暗１２時間ずつに設定さ
れた恒温室内で、小型のプラスチック製水槽内でまとめて
飼育した。エサとして細かく粉砕したマウス用ペレットを

与えた。その後終齢幼虫の末期（前蛹期に入り体表に透明
感が出てくる頃）に達した幼虫については、煮沸後室温に
戻した水道水２０mlを入れた５０ml容のポリプロピレン製
遠沈管に１個体ずつ移し、個別に飼育した。この際、それ
ぞれの個体に識別番号を付した。蛹化後には幼虫の、羽化
後には蛹の脱皮殻を回収し、７０％エタノール液浸標本と
して保存し、その後９９％エタノールで脱水、キシレンで
透徹、オイキットで封入してプレパラート標本とした。個
別飼育後に死亡した幼虫の一部も同様に液浸標本とした。
羽化した成虫は、－３０℃で凍死させた後に胸部腹面から
微針を刺して再び冷凍庫に入れて乾燥させ、標本とした。
２．遺伝子解析

１８S rRNA 遺伝子の解析には、羽化後に冷凍した成虫を
用いた。解凍後、翅をピンセットで体から外して９９％エ
タノール入りセラムチューブに入れ、残りの体部を DNA

抽出に供した。抽出には、DNeasy Blood & Tissue Kit

（QIAGEN社）を用いた。１８S rRNA 遺伝子の解析は、
Shepard et al.２）に従ったが、用いたプライマーは１つを除
いて自ら設計した（Table１）。PCR増幅産物は、FastGene

Gel/PCR Extraction Kit（NIPPON Genetics社）で精製し、
濃度を分光光度計 NanoDrop（Thermo Fisher Scientific社）
で計測後、BigDye ver．３．１を用いてシーケンス反応を行
い、Sephadex G−５０（Sigma−Aldrich社）を充填したカラ
ムで精製後、Applied Biosystems３１０、同３１３０または同
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３５００ジェネティックアナライザ（Thermo Fisher Scientific

社）にて塩基配列を取得した。DNA 抽出後すなわち
Proteinase K 消化後の虫体は、水洗後上昇エタノール系列
により脱水し、あらかじめ外しておいた翅とともにプレパ
ラート標本とした。
３．用語

記載等で用いた計測方法は Belkin３，４）に従った。分類体
系はWilkerson et al.５）を採用した。和名は上村６）に従った。
形態学用語は、日本語があるものについては上村６）に従い、
括弧で英語名を付記した。英語名については、Belkin３，４）、
Knight & Laffoon７）、Tanaka et al.８）及び Tanaka,1999９）に従
い、日本語名のない用語については、英語名の後に他の分
類群で用いられている和訳または筆者による和訳を括弧で
付記した。

結 果

カラフトヤブカ Ae.（Och.）sticticusと同定された試料
について、採集場所・採集日等の試料のデータ、成虫・幼
虫・蛹の形態的特徴及び１８S rRNA 遺伝子の塩基配列を以
下に記載した。
１．試料のデータ

１）１３♂♂２１♀♀２３幼虫、北海道紋別市沼の上（Numanoue,

Monbetsu, Okhotsk, Hokkaido. N４４゚１５’３１”E１４３゚
３１’０８”）、２０１０年７月２０日、伊東拓也採集。第２ま
たは第３齢幼虫にて採集、成虫は２０１０年８月９～１２
日羽化。このうち５♂♂１♀から DNA 採取。

２）９♂♂６♀♀、採集場所及び採集者は上記記録と同じ。
２０１４年８月１２日第４齢（終齢）幼虫にて採集、２０１４
年８月１９～２２日羽化。このうち４♂♂から DNA 採取。

３）１♀２幼虫、北海道湧別町川西（Kawanishi, Yubetsu,

Okhotsk, Hokkaido. N４４゚１３’４９”E１４３゚３６’１１”）、２０１０
年７月１８日、伊東拓也採集。第２齢幼虫にて採集、
成虫は２０１０年８月９日羽化。

４）１♀、北海道標津町伊茶仁（Ichani, Shibetsu, Nemuro,

Hokkaido. N４３゚３９’４７”E１４５゚０６’３９”）、２０１０年７月
１８日、伊東拓也採集。第２齢幼虫にて採集、２０１０年
８月１２日羽化。

２．成虫

メス 翅長４．１mm（３．４～５．４mm）。前縁脈基部の白
斑を欠く。盾板（scutum）は淡黄白色鱗毛で覆われ、
dorsocentral area（背中域）すなわち両 dorsocentral bristles

series（背中剛毛列）間に褐色鱗毛の帯状の条線を有する。
正中に２本の細い黄色鱗毛線を有し褐色鱗毛帯両側と盾板
前方が黄色鱗毛で縁取られる個体（Fig．１）と、黄色鱗毛
が無く褐色鱗毛帯以外が均一な淡黄白色になる個体とがあ
る。Stenopleural patch（腹側板鱗斑）は様々で、大部分
の個体が Stenopleuron（腹側板）前端角部に達しない。
Mesepimeral patch（中胸後側板鱗斑）はMesepimeron

（中胸後側板）下端に届かない。１～２本の lower mesepimeral

bristles（中胸後側板下毛）を有する個体がある。 節は
全黒。腹背基部の横白帯は、最も発達した個体で第２から
第４腹節にあるが、大部分の個体では第２から第６腹節の
両側に側縁に沿って後方に伸びる三角形の白斑があるのみ
で横帯をなさない。オス 翅長５．４mm（５．２～５．７mm）。
交尾器（Fig．２D）の側片（basistyle）の先端葉（apical lobe）
は丸く膨らみ、短細毛で覆われ、長毛を生じない。基部葉
（basal lobe）は逆円錐台状に突出し、端面は浅い皿状で長
毛が密布し、その最も背部前方に１本の異形毛（中程が膨

Table１ Amplification and Sequencing Primers for the１８S rRNA gene sequencing

＊）W, A or T; M, A or C; R, A or G.
＊＊）Reverse compliment of the primer ARA16SENDR in Shepard et al. 2)

Fig.１ Scutum of a female of Aedes（Ochlerotatus）
sticticus in Hokkaido

The scale bar indicates１mm.
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Fig.２ Pupa and Male Genitalia of Aedes（Ochlerotatus）sticticus in Hokkaido
A−C, Pupa. A, cephalothorax; B, abdomen; C, paddle; the scale bar indicates
１mm. D and E, Male genitalia. D, Dorsal view of male Genitalia; E, mesal view
of claspette; the scale bars indicate０．１mm.
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Fig.３ Larva of Aedes（Ochlerotatus）sticticus in Hokkaido
A, thorax and１st‐６th abdominal segments; B, head; C,７th and
８th abdominal segments, saddle and siphon; the scale bar
indicates１mm.; D, apical portion of siphon; E, apical portion
of antenna; the scale bars indicate０．１mm.
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らむ他よりも明らかに太くて扁平な剛毛）を生ずる。陰茎
（aedeagus）先端は平滑で腹面が U字形に浅く切れ込む。
小把握片（claspette、Fig．２E）は側片基部葉の末端付近
を越えて伸長し、柄部（stem）の中央部は膨らみ、膨ら
みの先端部内面には２～３本の剛毛を生じ、刀部（filament）
は背面側に湾曲し背面基部が角張り、背面側にゆるく湾曲
しながら先端部で大きく湾曲し先端は尖り、腹面側の基部
付近に角がある。
３．幼虫

頭部は褐色で無班。触角は頭長よりも短い。刺毛配列
（chaetotaxy、Fig．３）は本亜属他種と基本的に同様である。
刺毛分岐数は、Table２に示した。側鱗（comb scales）は
１６～２６個で、針状に長く突出し、その基半部両側縁を小
棘列に縁取られる（Fig．４）。呼吸管棘（pectin teeth）は

Fig.４ Comb scales of a４th instar larva of Aedes
（Ochlerotatus）sticticus in Hokkaido

The scale bar indicates 20 μm.

Table２ Modes of the Branching Numbers of the Larval Setae of Aedes（Ochlerotatus）sticticus in Hokkaido

N=２７; Ranges in parenthesis; m, multiple and uncountable branches on the slide specimen;１０+, more than ten branches.
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均等に配置する。５及び６―C毛は２～４分岐、１２―I毛は常
に１本。２及び３―P毛は１―P毛よりも明らかに短く細い。
８―P毛は短い。７―II毛は短く、６―II毛の１/３ほどの長さ。
１―X毛は細く、鞍板（saddle）よりもやや短い。
４．蛹

刺毛配列は Fig．２A～Cに、刺毛分岐数は Table３に示
した。腹部第１節背面１―I毛間の網目模様は不明瞭。５―IV

～VI毛は２本（まれに１本）、１―II毛は１０本ほどに分岐
し、２―II毛より長い。６―I毛は５―I毛よりも長く、腹部第
１節長を越える。３―I毛は１本、１―III毛は３本。２―VII毛
は１―VII毛のほぼ直前にある。遊泳片比（paddle index）
は１．４。
５．１８S rRNA 遺伝子

DNA を採取し１８S rRNA 遺伝子の配列を調べた１０個体
は、すべて同じ塩基配列であった。得られた増幅産物につ
いて、プライマーを除く塩基数は１９００で、塩基配列はTable

４に示した。Blast（https://blast.ncbi.nlm.nih.gov/Blast.cgi）

の Nucleotide Blastにて近似配列を検索した結果、カラフ
トヤブカ Ochlerotatus sticticus（Gene Bank Accession

number: AY９８８４３７）の登録されている１８６５塩基とすべ
て一致した。他に一致した塩基配列を有する生物はなく、
最も近いOchlerotatus caspius（Gene Bank Accession number:

EU７００３３９、最終確認２０２０年６月４日）とは１９００塩基中
１０塩基が異なり、ギャップが１つ入っていた。

考 察

カラフトヤブカの日本からの山田信一郎の初報告１）には、
日本では北海道北部及びサハリンに分布すること、フィラ
リアの感染実験に７個体を用いたこと以外のデータは示さ
れていない。その後、山田が分担執筆した昆虫図鑑１０）にも
「北海道北部及び樺太に甚だ多し」と述べられているのみ
で、採集場所と採集年月日は不明であった。その後上村６）

は、この図鑑の記述について「北海道遠軽で１９１７年８月
２５日採集の３♀♀、２♂♂に基づいて、北海道北部にはは

Table４ Nucleotide Sequence of the１８S rRNA Gene from
Aedes（Ochlerotatus）sticticus in Hokkaido

Table３ Modes of the Branching Numbers of the Pupal
Setae of Aedes（Ochlerotatus）sticticus in Hokkaido

N=２２; Ranges in parenthesis.
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なはだ多いと記載した」として採集データを示した。La

Casse & Yamaguchi１１）は、同じ採集データのオス１個体と
１９１６年９月９日 Ootomari、Saghalin† T. Nakagawa採集
ラベルのメス１個体を用いて Aedes（Ochlerotatus）sp.

（A. sticticus of Yamada）、すなわち‘ヤブカ属セスジヤ
ブカ亜属の一種（山田の同定ではカラフトヤブカ）’とし
てオス交尾器とメス背面を図示し、形態を記載した。浅沼
ら１２）には採集データが付されていないオス交尾器が図示さ
れている。栗原１３）にはメスの胸部側面の形態が記載されて
おり、試料について「山田信一郎、北海道、♀４♂２」とあ
る。Tanaka et al.８）は、La Casse & Yamaguchi及び浅沼ら
の研究で図示されたオス交尾器は、いずれも Engaru,

Hokkaido,２５VIII１９１７, Yamadaのラベルが付いた標本の
うちの１標本であり、いずれのオス交尾器の図も小把握片
刀部の形が異なることを指摘した。さらに、La Casse &

Yamaguchi１１）に図示された Ootomariのラベルの付いた山
田のメスの標本群は、本種ではないだろうとし、結論とし
て１９２７年の山田信一郎１）以降日本からはカラフトヤブカ
の信頼できる記録はなく、さらなる調査が必要であるとし、
米国産の幼虫及び成虫の形態を記載した。これらのカラフ
トヤブカの研究史から、日本においては１９１７年に北海道
遠軽で山田信一郎によって採集されたのが初記録で、それ
以降の採集記録はなかったことになる。
北海道産のセスジヤブカ Ochlerotatus亜属１０種のうち、

アカンヤブカAe.（Och.）excruciansとセスジヤブカAe.（Och.）
dorsalisを除く８種のメス成虫は形態的に確実に同定する
ことが困難で、幼虫の形態で同定するのが最も確実である
（服部畦作氏私信）。日本初記録となった幼虫は、日本のカ
を対象とした Tanaka et al.８）（ただし、カラフトヤブカは
米国産のオス・メス成虫と幼虫を使用）、米国のカを対象
とした Carpenter & La Casse１４）、Gjullin & Eddy１５）、Darsie

& Ward１６）及びロシアのカを対象とした Gutsevich et al.１７）

（以降、これらを一括して「各モノグラフ」と称する）に
記載されている幼虫の特徴と一致した。さらにこれらの検
索表でも、いずれもカラフトヤブカのキーに到達した。
オス交尾器の形態についても各モノグラフと一致し、い

ずれの検索表でもカラフトヤブカのキーに達した。前出の
小把握片刀部の形状の相異８）については、背面から観察し
た場合に、腹部の封入状態によって La Casse & Yamaguchi

及び浅沼らの図１１，１２）のように見えるスライド標本もあった
が、側方体軸側からの観察では、刀部の形状や柄部の刺毛
などの特徴は各モノグラフと一致した（Fig．２E）。なお、
浅沼らの図１２）で側片基部葉背面末端から生ずる異形毛が把
握片から生じているのは、誤りだと思われる。
メス成虫の形態については、盾板や各側板の鱗斑は個体

間に差があるものの、各モノグラフと矛盾しなかった。中
でも盾板の鱗斑は北海道産同亜属他種には見られないパター

ンであり、野外調査時の仮同定には有効であろう。腹節背
面基部には両側に白斑があるのみで白帯をなさない個体が
多かったことは、米国のモノグラフとは異なる点であるが、
ロシアのモノグラフには同様の記載がある１７）。異なる点と
しては、各モノグラフでは無いとされているlower mesepimeral

bristles（LMB）を有する個体があったことである。紋別
産メス成虫では、２２個体中５個体（２３％）が１～２本の LMB

を有していた（平均０．２７本/個体）。Lunt & Neilsenでは、
北米産のカラフトヤブカ３０個体の LMBの平均本数が０．２
本/個体、範囲が０～２本となっており１８）、北海道と同様、
少数ではあるが LMBを有する個体がいるようである。な
お、La Casse & Yamaguchiの Ootomari産メス成虫の図１１）

とは、盾板の斑紋、脚部の色、腹節背面基部の白帯が異な
り、Tanaka et al.の指摘８）どおりカラフトヤブカではない
と考えられる。
蛹についても幼虫と同様、今まで日本産の形態は不明で

あった。本種を除く日本産のセスジヤブカ亜属の蛹の検索
表９）では、多くの標本がアカンヤブカのキーに到達した。
本種を含めた日本産本亜属の検索表を作成するにあたって
は、この検索表への数個の特徴の追加や修正での対応は困
難で、様々な特徴を用いて他種と総合的に比較検討し直す
必要がある。米国産の蛹の形態１９）とは、刺毛の太さや位置
及び遊泳片比はほぼ一致するが、刺毛の分岐数は北海道産
の方が少なめであった。検索表２０）では一つのキーに示され
た複数の特徴について正誤が混在して判断ができず、カラ
フトヤブカのキーに到達するのは困難であった。
以上のことから、北海道産カラフトヤブカの形態的特徴

は、蛹の刺毛分岐数など少数を除いて米国等の先行研究に
おける記載と一致した。また、１８S rRNA 遺伝子の塩基配
列は米国産の個体と一致し、既知の他の種類とは異なって
いたことから、この遺伝子の塩基配列は同定に用いること
のできる形質であると考えられる。そこで、所蔵する未同
定のセスジヤブカ亜属メス成虫の標本の中で、１８S rRNA

遺伝子の塩基配列がカラフトヤブカと一致した以下の標本
をカラフトヤブカと同定し、採集記録を追加する。
１）１♀、黒松内町チョポシナイ（Choposhinai, Kuromatsunai,

Shiribeshi, Hokkaido. N４２゚４１’０４”E１４０゚１９’２１”）、
２００９年９月６日、伊東拓也採集。

２）１♀、上記と場所及び採集者同じ、２０１０月９月１１日
３）４♀♀、紋別市沼の上（Numanoue, Monbetsu, Okhotsk,

Hokkaido. N４４°１５’１９”E１４３°３１’５１”）、２００９年８月
９日、伊東拓也採集。幼虫が採集された場所近くにあ
るキャンプ場内で吸血飛来した個体。

４）５♀♀、猿払村小石（Koishi, Sarufutsu, Souya, Hokkaido.

N４５°１７’５１”E１４２°０２’４４”）、２０１７年７月２９日、伊
東拓也採集。

今回得られた幼虫の発生環境については、紋別市の幼虫
の採集場所は、大きな沼の近くの草むらの中の雨後にでき
た４m２ほどの水たまりであった。そこでは本種の幼虫の
ほか、多数のキンイロヤブカ Ae.（Aedimorphus）vexans、

†著者注、恐らく１９１６年当時の大泊（現在のロシア共和国サハリン州コル
サコフ）であろう。
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次いでエゾヤブカ Ae.（Aedes）esoensis、セスジヤブカ及
びエゾウスカ Culex（Neoculex）rubensis、少数のアカエゾ
ヤブカ Ae.（Aed.）yamadai、コガタキンイロヤブカ Ae.

（Edwardsaedes）bekkui及びアッケシヤブカ Ae.（Och.）
akkeshiensisの幼虫が同時に得られた。この水たまりは、
２００９年及び２０１０年の５月上旬には雪解け時にできた水た
まりとなっており、トカチヤブカ Ae.（Och.）communis、
アッケシヤブカ、チシマヤブカ Ae.（Och.）punctor、サッ
ポロヤブカ Ae.（Och.）intrudens、エゾヤブカ及びアカエ
ゾヤブカの幼虫が得られたが、本種の幼虫は得られなかっ
た。湧別町と標津町の幼虫採集場所はそれぞれ湧別川、標
津川の増水によってできた水たまりであった。２０１０年５
月上旬には紋別市の水たまりと同様に雪解け水のたまりと
なっており、同じ種類のカの幼虫が得られた。猿払村の成
虫採集場所も春には雪解け水のたまりが形成される場所で、
２０１７年の成虫採集時にも雨水によると思われる水たまり
があったが、本種の幼虫は得られなかった。２０１８年及び
２０１９年７月には水たまりは形成されておらず、本種は得
られなかった。黒松内町では、幼虫の発生場所は特定でき
ていない。
今回のカラフトヤブカの記録は、日本でほぼ１００年ぶり

となる２例目の記録であり、幼虫の採集及び飼育・羽化は
日本初である。本種はキンイロヤブカとともに増水・洪水
時に発生し２１）、ヒトと家畜にとって重要な害虫である１５）こ
とから、道内での生息状況をさらに調べる必要がある。
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